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新型コロナ第 11 波と言えるかもしれない。 

直近のデータでは、1 週間で確認された新型コロナ感染者は、全国で 5 万 5072 人だった。

感染者数が 5万人を超えるのは約 5ヵ月ぶりだ。 

１医療機関当たりの感染者数について、6月からの推移をみると、右肩上がりとなってい

る。福島県内も 7月に入ってから倍増しているのが分かる。 

さらに、7月 24 日発表された 7月 21 日までの一週間は 9.41 で、前の週の約 1.5 倍と大幅

に増えている。 

県内でも警戒感が広がっている。郡山市のＪＲ郡山駅前で街の人に聞いた。 

◇「職場でも何人かコロナになっている方がいらっしゃるので、やっぱりちょっと増えて

いるかなという気がします」 

◇「（自身の感染で）そこまで重症化しないという経験があったので、昔よりは大丈夫かな

というような気持ちはありますけど、増えるのは心配だなと思います」 

◇「手洗いとうがい、あと外行った時はウェットティッシュで何か食べる時は拭いたりと

かというのは、徹底して（継続して）やっています」 

◇「（周りで増えたのは）夏休み直前くらいですかね。またマスクはどんどん着けていった

ほうが良いんじゃないかなとは感じています」 

＜コロナ支援策大きく変化＞ 

感染症法上の位置づけが“５類”に移行したことに伴い、新型コロナウイルスの支援策は

大きく変わっている。 

ワクチンは 2024 年 3 月まで無料で接種出来たが、4 月からは「任意」での接種へと変わり、

費用は 1万 5300 円程を全額自己負担することになっている。 
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65 歳以上の方などを対象に年に１回の「定期接種」が行われることになっている。期間は

10 月から 2025 年 3 月までで、この費用は各自治体により自己負担額が変わる。 

＜治療薬の負担も＞ 

さらに「治療費・薬代」についても自己負担額が変わった。 

治療薬の１つ「ゾコーバ錠」の場合を見てみると、一日分で 7400 円なので、7日分の処方

だと 5万 1800 円となる。５類移行前は、支援策により私たちが支払う金額は、最大で 9000

円に抑えられていたが、移行後は、3割負担の場合だと 1万 5540 円となり、５類移行前よ

りも 6540 円増えている。 

第 11 波は 9月初旬まで流行が続くとの指摘もあり、今後の傾向に注意する必要がある 
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7 月 21 日までの 1週間のうち県内で感染が確認されたのは、定点あたり 9.41 人と、前の

週と比べ 3.21 人増え、5週連続で増加しています。 

相双やいわき、会津で 10 人を超えています。全国的には感染の第 11 波という見方もあり、

この夏は再び新型コロナが猛威を振るうのではともいわれています。 

県内の感染状況について、感染症に詳しい県立大の山藤教授に話をききました。山藤教授

によりますと、陽性者の数をみるとかなり流行していると感じると話をしていまして、現

場で懸命に働く医療従事者やほかの患者が感染する「院内感染」の事例も増えているよう

です。新型コロナだけではなく手足口病といった感染症も警報レベルで増えていますから、

医療現場では気の抜けない状況が続いています。 

■県立医大 山藤栄一郎教授 

「マスクの着用自体で熱中症のリスクにはならないと考えられているので屋内で第三者が

いる状況であればマスクをして対策をすることを勧める」 

■県立医大 山藤栄一郎教授 

「夏休みにコロナがこれまで以上に流行するということが予想されるので公共交通機関の

移動など、屋内で第三者がいる状況ではマスクを着用するということ」 
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